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本書は、 従来ローマの政治体制が、 元首政から専制君主政へと推移していく混乱に













究が持つその重要性は指摘するまでもない。 本書は序章、 終章に加え1 部 4 章、 2 部
3 章から構成されており、 以下簡単ではあるがその内容を順に紹介していきたい。
第 1 部 「『騎士身分の興隆』 再考」 では、 前期ローマ帝国から後期ローマ帝国への
変容過程を問う上で重要な要因である統治体制の変容、 つまり統治階層交替を考察の
主な対象としている。 ここでいう統治階層の交替とは、 元老院議員に代わって、 帝国
統治の要職へ騎士身分が進出していった現象、 すなわち 「騎士身分の興隆」 を指して
いる。 第1 章 「『ガリエヌス勅令』 をめぐって」 では、 騎士身分興隆に決定的な意味
を持ったと考えられてきた、 皇帝ガリエヌスが発した 「ガリエヌス勅令」 を、 その存
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在の有無から再考している。 その結果、 騎士身分の興隆時期を、 通説的理解であるガ
リエヌ ス帝期とは異なり、 それに先立つウアレリアヌ ス帝期に遡るこ とができる点を
指摘している。 第2 、 3 章においては、 軍人層台頭の制度的背景をそれぞれ、 官職も
しくは称号であったプロテク トルの性質の変遷、 常設機動軍の形成を手がかりに論じ、
興隆した騎士身分が軍人層であったこと、 そしてその主要因が機動軍の出現による帝
国の統治構造の変化にあったという論を展開している。 第4 章では、 ローマ帝国の一 
地方パルミラの支配者であるオダエナト ウスの経歴を復元することで、 先行する章で
得られた結論の例証を試みている。
第 2 部 「イリュリア人のローマ帝国」 では、 軍人皇帝時代の中でも史料が著しく僅
少で研究が困難である、 いわゆる 「イリュリア人皇帝の時代」 を舞台に、 興隆する騎
士身分の多く を占めたイリュリア人を主人公として論が進められていく。 第5 章では、
ウアレリアヌス帝とガリエヌス帝期に創設された機動軍が継承されていたこ とを確認
し、 これまで皇帝たちの権力基盤や帝国統治のあり方などの基底的な問題についてあ
まり論じられてこなかった 「イリ ュリア人皇帝の時代」 を理解する上で、 一つの手が
かりを提示している。 第6 章は、 その即位の不可解な状況にも関わらず、 大方の先行
研究が無視してきたタキト ウス帝即位の謎について新たな史料批判を通して通説的理
解を批判的に論じている。 その中で元老院の持ったある一定の影響力について言及し
ている。 第7 章では、 コンスタ ンテイヌス帝の治世に再度現れた騎士身分から元老院








体を通して展開されており、 筆者の意気込みが伝わってく る意欲的な研究書である。 
通説的理解とは異なる視点、 緻密な史料批判から生まれる説得力、 そして何より従来
ブラ ックボックスの状態であった軍人皇帝時代の政治史研究を考察の対象としている
点が、 本書の最大の魅力であるというこ とができるのではないだろうか。 また、 その
学問的意義は計り知れない。 今後、 筆者の新たな研究が期待される。 
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